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東南アジアの農業における害虫問題

- とくに稲作, トウモロコシ作を中心に-

石 倉 秀 次

Ⅰ 東南アジアの農業における虫害とその動向

東南アジア諸国の農業は,この地域が欧米諸国の植民地であった時代に発展したゴム,茶,

ココヤシ,砂糖,コ-ヒ-など熱帯商品農産物を生産するエステー ト農業と,栄, トウモロコ

シ,キャッサバなど,現地住民の食糧を供給する小農経営農業との二重構造を示している｡エ

ステー ト農業では栽培や保護の諸般の技術について,欧米の研究者が古 くから研究に従事して

きたので,害虫問題についてもかなりの資料がある｡しかしエステー トの作物は永年性の種類

が多 く,虫害を受けてもその被害が決定的になる事例は少ないので,集約的な防除が行なわれ

ていることは比較的少ない｡

一方原住民の小農経営農業の対象となっている稲, トウモロコシその他の食糧作物の虫害に

ついては,タイ,イン ド,イン ドネシアなどの数カ国を除けば,これまでほとんど研究が行な

われていない｡近年,人口･食糧問題が急迫してきてから,これらの食糧作物の増産対策の一

環として,虫害とその研究が注目されてきたと考えてよい｡これらの食糧作物は短期作物であ

ら,ひとたび虫害を受ければそれは決定的である｡最近得られつつある断片的な資料によって

ち,虫害による稲作の減収は3割ないし5割に達しており (図1,表 1参照),地域によっては

虫害の防除により,収量を倍加できる可能性もある｡

動物地理学上,わが国が旧北区に属するのに反して,東南アジアの大部分は東洋区に属して

いるので,両者の害虫相は,全般的にはかなり異なるものと考えられる｡しかし,稲,茶,カ

ンキツなど本来アジアの南部に起源する作物については,とくにわが国南部におけるこれらの

作物の害虫相と,かの地の害虫相とでは共通する種類が少なくない｡また同一種でなくとも同

属に属する種類は多い｡ もっともこのように害虫相の種的構成には類似性はあるが,気象条件

や作物の栽培条件が異なるために,種瑛別にみると,優占度は異なる面はある｡たとえば稲作

害虫の中では,メイチュウ類がわが国でも東南アジアでも最も重要な種類であるが,わが国で

は-カメイチュウが優占しているのに対して,東南アジアの多 くの国ではサンカメイチュウが

優勢であり, また地域によっては Chilotreapolychrysaや Scirpophagainnotataが優占し
ているところがある｡
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表 1 セイロンにおけるサンカメイ

チュウ防除の増収率

場 所 ･年 次 J 増 収 率

Mirigama 1955

Tumpane 1959
MedaD am bara

PataDimbara

Raigam K orale

Kegalle

Mirigama 1960

Ditto 1961

Ditto 1963

Bathalagoda 196 4

Ditto 1965

Average

3

1

1

3

9

5

9

4

7

1

5

7

2

2

9

3

3

4

4

6

3

1

1

2

3

2

2

2

3

2

2

2

6

Source:Fernando,H.HStudiesonthecontrol

ofthepaddystem borerTr)やoryza

incertulas(Walker)in Ceylon."Paper

presentedatWorking PartyofRice

ProductionandProtection,Internation-

alRice Commission held atLake

Charles,Lousiana,U.S.A.,July1966.
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図 1 フィリピンのIRRIにおける稲作害
虫の薬剤防除による増収効果

収量

(%/ia)

防除区x 無防隙区

*防除区の収量は1962-65年の乾季および雨季
の稲作6作期について,最高収量を示した
処理区の平均を示す｡
source:pathak,M.D.(1966)"Application
ofInsecticidestothePaddy Waterfor
RicePestControl."PaperreadattheDi･
visionalMeetingofPlantProtection,ⅩI
Paci丘cScienceCongress.

害虫相やその構成種の優占度が農業の発展につれて変化することはよく知られている｡東南

アジアの農業は,わが国の農業に比較するといまだに粗放であり,この地域は人口が桐密であ

ると言っても,雑草におおわれた未耕地や耕作を放棄した土地が少なくなく,そのため雑草と

作物の両者に加害するバッタ,ヨトウムシ,カメムシなどの発生や加害は,わが国よりはるか

に多い｡ トビイナゴの発生はフィリピンではほとんどみられなくなったが,インドやパキスタ

ンではいまだに認められる｡またわが国ではほとんど発生が認められなくなったクモへリカメ

ムシはいまだに多 くの国において稲作の重要な害虫である｡

しかし東南アジアの小農経営における稲作やその他の作物の栽培 も,新品種の導入や肥料の

施用,港概など,集約的な技術が適用されはじめてきているので,これからは害虫の発生,加

害状況もかなり変わることが予測される｡わが国の稲作技術者がかの地で日本の栽培様式によ

って稲を試作すると,メイチュウをはじめ多 くの害虫の集中攻撃を受けることは, くりかえし

経験されたところである｡また西パキスタンでは港慨計画が進むにつれて,士族害虫の加害が

激化した例も知られている｡

Ⅱ 稲 作 の 主 要 害 虫

稲は東南アジア諸国民の主食であり,栽培面積が広 く,害虫に関する調査も比較的行き届い
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ている.元来熱帯起源の作物であるためか,害虫の種類は多い｡マレーシアでは153種,フィ

リピンでは79種,タイでは51種が記録されてお り,重要種はマレーシアで11種,フィリピンで

16種,タイで20種,イン ドで37種,イン ドネシアで28種 (いずれ も貯蔵害虫を除 く)が挙げら

れている｡ (表 2-表 7参照)

稲作害虫のうち,この地域に最 も広 く分布 し,かつ被害が著しいのはメイチエウ類で,ニカ

メイチュウ, サンカメイチュウ, ネッタイメイチエウ (仮称)(Chilot7-eaPolychrysa),シロ

メイチュウ (仮称)(Scl･rpophagainnotata), その他数種のメイガ科の種類とイネヨ トウがあ

る｡ これらのうち最 も分布が広いのはサンカメイチエウで,各国ともに最 も重要な害虫と目さ

れている｡ニカメイチュウは台湾とフィリピンの一部に,これに近縁のネッタイメイチエウは

マレーシアの一部で被害が多 く,シロメイチュウはフ ィリピンの南部 とジャワ島の一部,イン

ドの一部に被害が多い｡優占種が場所によって異なるのは,気象条件および稲作の作期数に関

係があるように思われる｡ メイチュウ類は被害が大きいだけに最近では薬剤防除 も部分的に実
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表 2 イン ドネシアの主要稲作害虫

Tr3IPorygαinnotata

T.incertulas

Chilosuzy,reSSalis

ChilotreapoZychrysa

CnaphalocrocismedinaZis

NymphuZadepunctaliS

SitotrogacerealZela

Sesamiainferens

Laphygmaexempta

Leucaniauntbuncta

Spodopteramautitia

Parnarabada

Hesperiaphilino

Euproctiscirguncula

AndastuSjihformia

TriboZium castaneum

Holotrichiahelleri

Leptocorixaacuta

Scotinopharavermiculata

NeR:araVi7-idula

Pygomenidavanpennis

NephotettixapicaliS

Sogatellafurczfera

Nt'laparvatalugens

Brysocr3,Ptahirsuta

RtberSiaoryj=ae

Chloethnj,soryzae

Thripsspp･

AihrigonaeXlgua

Pachy(砂losiscryR:ae

PatangaSuCCincta

OJり′aVelox

Cblandraory3=ae

Rhizoperthadominica

(あrycyracephalonica

Ooloessaviridis

シロメイチ ュウの一種

サ ンカメイチ ュウ

ニカメイチュウ

ネ ッタイメイチ ュウ

(仮称)

コブノメイガ

ミズメイガの一種

バ クガ (貯穀)

イネヨ トウ

ヨ トウの一種

アワヨ トウ

シロナ ヨ トウ

ツ トムシの一種

ツ トムシの一種

ドクガの一種

キノコムシの一種 (貯

穀)

コクヌス トモ ドキ (貯

穀)

コガネムシの一種 (陸

棉)

タイ ワンクモ- リカメ

ムシ/

クロカメムシの一種

ミナ ミアオカメムシ′

カメムシの一種

ツマグロヨコバイ

セジロウンカ

トビイロウソカ

ネアブラムシの一種

コナカイガラの一種

イネアザ ミウマ

アザ ミウマ

-ナバ-の一種

イネタマバ- (仮称)

ツチイナ ゴの一種

-ネナガイナ ゴ

コクゾウムシ (貯穀)

ナガシソクイ (貯穀)

メイガの一種 (貯穀)

メイガの一種 (貯穀)

RattuSrattuSb7-eVicanゐtuS.
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表3 フ ィリピンの主要稲作害虫

LocuStamtgratOriamaZilensis

トビイナ ゴ (ミンダナオのみ)

Gryllotalpaafricana F 9

Tetraneurahirsuta

Nephoteitixapicalis

N.b車unciatus

Leptocorixaacuta

LeucophoZisirrorata

ZZolotrichiaspp.

Cnaphalocrocismedinalis

Spodopte7-amautitia

Lapkygmaexempta

Athrigonasetticauda

Tryporygaincertulas

Chilo SuPP7TeSSa lis

Tr3,POrygainnotata

Sesamiainferens

ネアブラムシの一種

ツ マ グロヨコバ イ

タ イ ワンクモ- リカメ

ムシ

コガネムシの一種

コガネムシ

コブノメイガ

ヨ トウの一種

ヨ トウの一種

タネバェの一種

サ ンカメイチ ュウ

ニカメイチ ュウ

シロメイチ ュウ (分布

局限)

イネヨ トウ

source:vjado(1966)Paperpresentedat
IAEA PanelonRiceInsectConト

rol(Manila).

表4 タイ国の主要稲作害虫

Thripsoryzae

Spodopteramauritia

Nephotettixapicalis

N.bipunctatus

ZnagumadorSaliS

Tettetigellaspectra

Ripersiaoryzae

Hispaarmigera

Hieroglyphusbanian

Patangasuccincta

TryporyR:aincertulaS

Sesamiainferens

Chilotreapolychrysa

Chilosuppressalis

Sciropophagaspp･

Pachyd2'plosisorygae

Leptocon'xaacuta
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イネアザ ミウマ

ヨ トウの一種

ツマグロヨコバイ

イナヅマ ヨコバイ

アワフキの一種

コナカイガラの一種

イネ トゲ トゲ

バ ッタの一種

ツチイナ ゴの一種

サ ンカメイチ ュウ

イネヨ トウ

ネ ッタイメイチ ュウ

(仮称)

ニカメイチ ュウ

シロメイチ3_クの諸種

イネタマバ- (仮称)

タイワンクモ- リカメ

ムシ′



石倉 :東南アジアの農業における害虫問題

Scotinopharacoarctata グロカメムシの一種

S.lurida クロカメムシ

Pseudaleiiaunipuncta ア ワヨ トウ

Source:TonangchitWongsiri(1966)

Paperpresented atIAEA Panel

onRiceInsectControl(Manila).

表5 マ レーシアの主要稲作害虫

Schoenobiusincertulas

Chilotreapolychrysa

Chilosupressalis

Sesamiainferens

Spodopteramau77'tE-a

Cnaphalocrocismedinalis

Nymphuladepunctalis

Leptocorixaacuta

Scotinopharacoarctata

Sogatafurctfera

Nephotettixbiounctatus

サ ンカメイチ ュウ

ネ ッタ イ メ イ チ ュウ

(仮称)

ニカメイチ ュウ

イネ ヨ トウ

シ ロナ ヨ トウ

コブノメイ ガ

ミズメイガの一種

タイ ワンクモへ リカメ

ムシ′

クロカメムシの一種

セジ ロウンカ

ツマ グロヨコバ イ

Source:Yunus,A.(1964)〟Thepresent

statusofwork on majorinsect

pestsofriceinMalaysia."Paper

presentedatSymposium onthe

majorinsectpestsofrice,IRRI,
Sept.1964.

表 6 東 パキス タンの主要稲作害虫

oPseualetiaumpuncta

oSpodopteramaucitia

oSchoenobiusbipunctat
Chiloireaau77'cilia

C.polychrysa

Sesamiainferens

oHispaa7-igera

Nephoiettixbipunctaius

N･apicalis ‡

Sclenocephalusvi7TeSCenS

Sogatadistincta

oLepiocon'xaacuta

L.va77'cornis

Ripersiao7-yZae

ア ワヨ トウ

シ ロナ ヨ トウ

サ ンカメイチ ュウ

ネ ッタイメイチ ュウの

近縁種

ネ ッタイメイチ ュウ

(仮称)

イネ ヨ トウ

イネ トゲ トゲ

ツマグロヨコノベイ

ヨコバイの一種

セジロウソカの近縁種

タイ ワンクモへ リカメ

ムシ

クモへ リカメムシ

コナ カイガラの一種

oNymphuladepunctalis

Otryasp.

Hieroglyphusbanian

OsciniafT7't

Lep tis"la Sp.

Pa 771ara m atFu'as

AZelanitis ism ene

Thn'pso7･yzae

Pseudonapomygaatra

Hyd7-elliasaSakii(?)

ミズメイガの一種

イナ ゴの一種

バ ッタの一種

カラバニの一種 (実際

に稲 を害す るか疑問)

ツ トムシの一種

ジ ャノメチ ョウの一種

イネアザ ミウマ

-モダ リバ-の一一種

クロカラノミェ

○は特 に重要 な種類

Source:ReportofPakist-Japan Agric.

Traimng Center for 1960-1963

andHazarika,DestructiveInsects
ofEastern Pakistan and their

Control,1952.

表7 イ ン ドの稲作害虫

Species

oLeptocon'xaacuta

oL.va77'co771is

ONephotettixbipunctatuS

oN.apicalis

oTeitigoniellaspectra

Scotinopharalurida

Ripersiaorygae

NiZapa7てノatalugens
7letraneurahi7-5uta

チ

SchoenobiusincertulaS

oSpodopte,lamaunltia
oNymphuladepunctalis

Cirphisumi,uncta

C.albistigma

Cnaphalocrocismedinalis

PsalisSeCu77ls

Sh'rpophagainnotata

ChilosuppreSSalis

Sesamiainfere71S

Parnaramathias

oPachydiplosisoryzae
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タイ ワンクモへ リカメ

ムシ′

クモ- リカメムシ

ツマ グロヨコバイ

ヨコバイの一種

クロカメムシ

コナ カイガラの一種

トビイ ロウンカ

ネアブラムシの一種

サ ンカメイチュウ

シ ロナ ヨ トウ

ミズメイガの一種

ア ワヨ トウ

同上近縁種

コブノメイガ

ウワバの一種

シ ロメ イ チ ュ ウ (仮

称)

ニカメイチ ュウ

イネ ヨ トウ

ツ トムシの一種

タマバ-の一種
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H ispaa 77n igera
H. aenescens イネ トゲ トゲ

Lepiispa加 mOea -ムシの一種

○&hynocnemusoryzae イネゾウムシの一種

OHleroglyphusbanian

OH.oryzivorus

OH,fu7TCZfer

AulwchesmiliaTィS バッタ

OHieroglyphusmgrorepletus

ノべッタ

01:yaVelox -ネナガイナゴ

0.bidentata

0.multidentata

Aelopustamulus

Acn'daexaltata

A.turn'ta

-ネナガイナゴ

oDitylenchusangusta 線虫の一種
○は特に重要な種類

Source:InsectsandotherPestsofAgri-
culturalImportanceinlndia,Di-

rectorate of Plant Protection,
Quarantine and Storage,plant

protectionBulletinXI,ト4,1959.

施されるようになり･ ことにBHCおよびダイアジノン粒剤の田面施用が普及しそ うな情勢に

ある｡ しかし濯概施設が整備されていないところでは,防除時期に水田に粒剤の施用に必要な

深さの水が確保できない場合や,逆に水が多すぎて粒剤を施用 した後に潅潅水を同じ水田に止

めておけない場合 もあるので,粒剤による防除には,地域的な制約がある｡薬剤による防除の

ほか, フィリピンの IRRIでは抵抗性品種の育成に努力してお り, その成果は必ず しも悲観

的でない｡ またフィリピンやパキスタンでは天敵の利用 を研究 しているが,まだ期待できる成

果は得られていない｡

メイチュウに次いで最近関心が高いのは, ウンカ, ヨコバイ頬である｡ ウンカでは トビイロ

ウンカが赤道に近い地方まで分布 し,台湾,イン ド,セイロン,マルデブなどにかなり濃密な

発生があ り,域外ではあるが,ガダルカナルやサモアなどで も稲作の重要な害虫である｡セジ

ロウンカとその近縁種は東南アジアの諸国に広 く分布 しているが,経済的な被害を与えること

はあま りないらしい｡

ツマグロヨコバイとその近縁種については,稲に対する直接的な被害はあまり問題ではな く,

∫ /D l52025
0e:Zuey/究ガ
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図3 マラヤにおけるネッタイメイチュウの誘殺曲線
Source:Koyama,1965
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むしろ黄萎病 Tungro,Orangeleafその他ウイルス病を媒介する間接的被害が注目されてい

る｡ この点について各地に分布する種類の分類を明らかにすること,各種ウイルス病の伝播能

力を早急に解明することが必要である｡ 防除については最近 BHC セビン混合粒剤やダイア

ジノン粒剤の田面施用や,各種の殺虫剤の散布試験が実施されている｡

カメムシ類,すなわちイネクロカメムシとその近縁種 (Scotinopharacoarctata),タイワン

クモ- リカメムシ (Leptocorixaacuta)等は分布 も広 く, 被害が大きい｡ セイロンでは,S･

Coarctataは発芽直後の苗に加害して,苗を枯死させることがある｡ タイワンクモへ 1)カメム

シは稲の出穂,開花期になると水FMこ蛸集して穂に加害 し,大害を与える.

稲の茎葉を食害する害虫としては, 7ワヨトウ, シロナヨトウ (Spodopterantau7-itea)そ

の他のヨ トウムシ,イネッ トムシの近縁種 (Rarna7-aSpp.), コブノメイガ, ミズメイガの近

縁種 (Nymphulabli,uncttLlis,N.Stag71alis),ジャノメチ ョウ科などの鱗題目の幼虫, イネ ト

ゲ トゲ (HiSPaarmigera,ZJ.aenescens)など数種の鞘麹 目,イナゴおよび/ミッタなどの直通

目がある｡ ヨトウムシ類は苗代期から大発生があり,大害を与えることがある｡またアワヨ ト

ウは薬を食害するだけでなく,穂に加害することがあり,パキスタンでは Ear-cuttingworm

と呼ばれている｡ コブノメイガは分布が広 く,豊沃な地帯に発生が多いようである｡ ミズノメ

イガは幼虫が薬を食害するだけでなく,葉の一部を切 り取って巣を作 り,水面に浮いて移動す

る｡イネ トゲ トゲ (H.a7-migeT-a)は分布が広 く,葉の組織の中に卵を産み込み, 幼虫が葉の

組織を食害するもので,地方によっては大きな被害がある｡

稲の茎の中に食入する害虫には, 冒頭に述べたメイチュウ頬 のほか, イネ タマバ- (Rice

gallmidge,Pachydzblosisoryzae)とノ､ナバ-料, ミギワノミ-科に属する害虫がある｡イネタ

マバ- (仮称)は東はイン ドシナから西はアフリカまで,北は南支那まで,熱帯地域の稲作地

帯に広 く分布している｡幼虫が茎の生長点に寄生するため,伸長がとまり無効分けつが多 くで

る｡タイの東北部やイン ドの一部で被害が大きいが,いまのところ適当な防除方法がない｡-

ナ/ミニ科の Aihrigonaexingua,A.Setticaudaは禾本科に広 く加害する害虫で稲苗の発芽直

後に水がないと苗に産卵し幼虫が生長点に侵入するので芯枯れを生ずる｡ ミギワ/ミニ科の害虫

はイネグロカラバニの近縁種 Hydrelliasp.が植付時期によっては著しい被害を与える.

稲の地下部に加害するものとしてはイネゾウムシの近縁種 Echinocne7mLSOrygaeと E･bi-

punctaliSが知られている｡

東南アジアには,フィリピソをはじめ陸稲の栽培が少なくない｡また濯概施設が整備されて

いないので,水田といえども畑状態になることが稀でないために,コガネムシの幼虫や,シロ

アリ,ケラなどの土壌害虫による被害 も注意する必要がある｡

昆虫類のほか,稲に加害する小動物としては,線虫,カニ,野鼠などが問題になる｡ 線虫は

苗代にネコブセンチュウによる被害のあることがタイ国で知 られているほか,イン ドネシアで
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Mentek病をおこすイネネモグリセンチュウが各地に分布してお ら,またイン ド,タイ, ビル

マ,東パキスタンなどでは Ufra病をおこすクキセンチュウの一種 DitylenchusangusiuSが

問題になる｡カニはマレーシア,イン ドネシアをはじめ諸国の沿海地帯に局地的な被害がある｡

今後沿海低湿地に水田を開発する場合には注意を要 しよう｡鼠害は ドブネズ ミ属 Raitusによ

るもので,二期作地帯は被害が多 く,また一期作地帯で乾期作を試作する場合にも大害を与え

る｡地帯によっては Bandicota,Meromys等他の属種 も問題になる｡ 防除にはパチンコ,青酸

ガス煉蒸,毒餌の散布などが試みられているが,まだ満足すべき方法は明らかにされていない｡

東南アジアの諸国では,米は籾で貯蔵される｡倉庫はもちろん,農家での貯蔵場所 も整備さ

れていないので,虫害による貯蔵中の損失 も少なくないと推定される｡籾貯蔵のため,/ミクガ

の加害が最 も多 く,これに次いでコクゾウムシ,ナガシンクイなどの加害 も普遍的にみられる｡

Ⅲ トウモ ロコシの害虫

トウモロコシはイン ドネシア,フィリピン等では米に次 ぐ食糧作物 として重要であるが,最

近タイでは輸出農産物としての栽培面積が急増している｡ タイのほかイン ドネシア,カンボジ

ア,フィリピン等にもわが国-の輸出をめどとした増産計画がある｡

東南アジアの諸国における トウモロコシに関する研究は,このような背景とロックフェラー

財団の援助によって1964年以来毎年アジア トウモロコシ改良会議 Inter-AsianCorn Impro-

vementW orkshopが開催されるようになったため,急速に進展してお り,害虫に関する知見

もかなり明らかになってきた｡

トウモロコシの害虫 としてタイ国では76種の害虫がこれまでに知られているが, そのうち

重要なのは, アワノメイガ (Osirinia Salentalis), トウモロコシアブラムシ,/ミッタの諸種

Paianga succincta,H2'eroglyphus

bannian,Crytacantacristartarica,

Aularches mih'aris, Chondracris

rosea brunneri,Choroedocusillu･

Stris),アワヨトウ,-スモンヨ トウ,

シロナヨトウその他のヨトウムシ,

オオタバコガの近縁種 (Heliothis

armigera)などである｡これらのう

ち,アワノメイガは茎に食入し,メ

ッタおよびヨ トウは葉を食害し,オ

オタバコガの近縁種は穂に加害する

ものである｡
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表 8 フィリピンにおけるトウモロコシの

アワノメイガおよびオオタバコガの

近縁種 Corn earworm,Heliothis

armigeraの防除試験の一例

処 理
io,W& r;1の品 率 Zcaian豊a

Source:Ann.Rept.Bur.plantInduct.,July1,
1964′-June30,1965,pp.155-156.
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マレーシアでは約40種の害虫が知られているが,重要なのは,アワノメイガ,イネヨ トウと,

ネ ッタイメイチュウ,Monoctenocerabracju-ellaの合計 4種のメイチュウ類であるという｡

アワノメイガとオオタ-,;コガの近縁種の被害は,フィ1)ピンやイン ドネシアでも著しいよう

である｡それで各国とも BHC,エン ドリンなどの有機塩素剤や EPN その他の有機燐剤を使

用 して防除試験を実施している.〕その結果によると,収量が倍増することもあるようである.っ

表8にフ ィリピンにおける薬剤防除試験の一例を示す.)

トウモロコシも収穫後の虫書による損失が大きい｡つフ ィリピンでの調査によると,貯蔵中に

加ノ書する雷虫は22種あるが,そのうち重要なのはコクゾウムシ,ナガシンクィ, コクヌス トモ
ドヤ, ノコギ リコクヌス トモ ドキ,ノミクガなどである｡ これらの加害の防止には,(1)DDT そ

の他残効性のある殺虫剤に浸漬した袋に貯蔵する方法,(2)鉱物性微粉を混和して貯蔵する法,

(3)予粟を殺虫剤液に浸漬する方法,(4)子実に殺虫剤を混和して貯蔵する方法等について研究が

行なわれている)(2)～(4購こ~日こ種了の貯蔵に利用するものである.〕

表 9はタイ国で行なわれた試験の一例で,36/(1ブッシェル)に 56g (2オンス)の割合

で殺虫剤を温和したさいの子実に対する被害の防止程度を示したものである｡無処理区の子実

は9カ月の貯蔵で44%強の被害を受けているが,この程度の被害は稀ではない｡

イン ドネシアでも トウモロ

コシは,取替後の虫書による

減耗が大きく,その予防は同

国からの トウモロコシの開発

輸入に対する技術協力の一事

項とされている｡被害が署し

いのはコクゾウムシのようで

ある｡

なおコクゾウムシやバクガ

は,子実が豊熟すると,収穫期

に圃場で産卵を開始する形跡

があるので,被害の予防は収

穫時から配慮する必要がある｡

またカンボジアやタイでは収

穫期が雨季にかか り,充分な

乾燥が困難な場合があるが,

これは貯蔵中の虫害を激しく

する一つの要因と考えられる｡

表 9 貯蔵 トウモロコシのコクゾウムシによる被害防止

試験 (殺虫剤を1ブッシェル当り2オンス混和)

月数凍 処理 IDDTl

0
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】
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33.33
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5.67

2.67
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0

0

0

0

0

0
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0

0

0
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Source:Sutharm A etal･,2ndZllte7--AsianCornZmpro-
て･ementWorkshop,p.220.
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